






















































































































































































令第三五二号』（明治 31年 1月 13 日）の「（前略）
大町村ニ小町村ヲ合併スルトキハ其大町村ノ名称
ヲ以テ新町村ノ名称トナシ或ハ互ニ優劣ナキ数小
町村ヲ合併スルトキハ各町村ノ旧名称ヲ参互折衷
スル等適宜斟酌シ勉メテ民情ニ背カサルコトヲ要
ス但町村ノ大小ニ拘ハラス歴史上著名ノ名称ハ可
成保存ノ注意ヲ為スヘシ」という規定が「平成大
合併」にまで影響を与えていると言われています。
「民情ニ背カサル」ことは、なかなか難しいこと
です。3つの基準があるのですが、半田・常滑・
武豊は、第 1の「大町村ノ名称」基準によって（大
府も最初の合併で大府村が成立した時にはこの基
準で）、東浦・美浜・南知多は第 2の「適宜斟酌」
基準によって定められています。阿久比は、どの
村の名前も採用しなかったのですが、江戸時代か
ら「阿久比谷十六か村」という考え方があり、明
治時代にも阿久比村という名前が採用されたこと
があり、やはり第 3の「歴史上著名ノ名称」基
準を援用したものと思われます。微妙なのが知多
で、郡全体の名称を採用しているわけですが、こ
の地域が知多を代表しているとは言えないように
思います。強いて言えば、第 2と第 3の基準の
拡大解釈とでもいうべきところでしょうか。県内
でも、郡全体の名称を町名として先取りした結果、
合併によって、由緒ある郡名が、消えてしまった
例として渥美があります。どこにも継承されない
まま消えた郡名も勿論あります。東海市は、東海
製鉄に由来しますから第 2の基準ですが、東海
製鉄の社名自体がなくなってしまいましたから、
少し複雑ですね。
　市町ばかりでなく、字名などに遺る地名の中に
は、歴史的な意味を負っているものがたくさんあ
ります。一方では、合併によって考案された地名
も少なくありません。植と大古根で「植大」、矢
口と高岡で「矢高」、富田・木庭・姫島で「富木
島」、大里と木田で「大田」（そういえば、ここを
流れる川は「大田川」ですが、名鉄の駅はなぜか
「太田川」です）、このような例は全国で見られま
すが、ちょっと変わったところでは、長尾村と大
足村は、合併にあたり、それぞれの産土神である
武雄神社と豊石神社の名前を取って武豊村とした
のであり、競馬とは関係がありません。藪村を養
父村としたのは、古代の地名表記改革を連想させ
ます。
　地名は、ひとつの文化です。それを丹念に紐解
いていくと、その地域の歴史的な特質を明らかに
していくための手がかりが得られることも決して
少なくはありません。それはこれからの地域づく
りを考える場合にも、ヒントとなる場合がありま
す。失われてしまった地名を掘り起こすこともこ
の地の「風土」を理解するうえで、大切なことだ
と思われます。

